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当
館
で
は
秋
季
特
別
展
に
お
い

て
、
泉
佐
野
が
生
ん
だ
郷
土
の
日
本

画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
向
井
久
万
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
向
井
久
万
は

本
名
を
久
万
吉
と
い
い
、
明
治
41
年

12
月
14
日
、泉
南
郡
上
之
郷
村
（
現
、

泉
佐
野
市
上
之
郷
）
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
昭
和
４
年
、
京
都
高
等
工
芸
学

校
（
現
、
国
立
大
学
法
人 

京
都
工

芸
繊
維
大
学
）
図
案
科
を
卒
業
し
た

の
ち
、
京
都
丸
紅
に
勤
務
し
図
案
を

担
当
し
ま
す
。
し
か
し
画
業
へ
の
思

い
は
断
ち
難
く
、
昭
和
９
年
に
丸
紅

を
退
職
し
、
昭
和
11
年
に
西
山
翠
嶂

（
に
し
や
ま
す
い
し
ょ
う
）
の
門
下

生
と
な
り
、
画
塾
青
甲
社
に
学
び
つ

つ
実
力
を
培
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
向
井
久
万
は
活
動
の
舞
台
を

京
都
か
ら
鎌
倉
へ
移
し
ま
す
。

　

関
東
に
移
っ
た
向
井
久
万
は
、
昭

和
14
年
の
第
３
回
新
文
展
で「
妓
筵
」

が
初
入
選
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
昭

和
15
年
の
毎
日
新
聞
社
主
催
紀
元

二
千
六
百
年
奉
祝
日
本
画
展
で
「
祈

春
」
が
佳
作
、
昭
和
16
年
の
「
男
児

生
る
」
が
第
４
回
新
文
展
で
特
選
を

受
賞
す
る
な
ど
、
数
々
の
受
賞
を
経

て
そ
の
名
を
全
国
に
知
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
昭
和
23
年
、
戦
後
の
日
本

画
の
創
造
を
指
向
し
て
結
成
さ
れ
た

創
造
美
術
に
参
加
し
、
創
立
会
員
と

な
り
ま
す
が
、
昭
和
26
年
に
創
造
美

術
が
新
制
作
協
会
と
合
併
し
て
新

制
作
協
会
日
本
画
部
と
な
っ
て
以

後
、
同
会
に
出
品
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
向
井
久
万
の
裸
婦

像
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
み

ら
れ
、「
立
像
」
や
「
堕
ち
る
」
な

ど
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
49
年
に
新
制
作
協
会
日
本
画

部
は
同
協
会
か
ら
分
か
れ
、
創
画
会

が
結
成
さ
れ
た
後
、
向
井
久
万
は
同

会
に
出
展
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

向
井
久
万
の
画
家
人
生
に
お
け

る
大
き
な
テ
ー
マ
は
人
体
の
描
写

で
し
た
。
そ
の
画
業
の
円
熟
期
に
は

多
数
の
優
れ
た
裸
婦
像
が
制
作
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
人
生
の
後
半
に

は
「
菩
薩
」
や
「
普
賢
と
文
殊
」
な

ど
仏
を
題
材
と
し
た
秀
作
を
残
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
彼
が
生
涯

を
か
け
て
追
求
し
た
人
体
描
写
の

延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の 

で
し

た
。
そ
の
画
風
は
独
特
の
世
界
観
、

繊
細
で
確
か
な
線
画
、
美
し
い
色
彩

を
特
徴
と
し
て
い
て
、
日
本
画
の
分

野
に
新
境
地
を
開
拓
し
た
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
三
浦
綾
子
の

新
聞
連
載
小
説
「
続
氷
点
」、
湯
川

秀
樹
博
士
の
連
載
「
学
者
の
森
」
な

ど
の
挿
絵
も
担
当
し
ま
し
た
。

　

向
井
久
万
は
昭
和
62
年
、
東
京
で

人
生
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
78
年

に
わ
た
る
生
涯
の
な
か
で
、
人
物

画
、
花
鳥
画
、
仏
画
な
ど
に
多
く
の

秀
作
を
残
し
ま
し
た
。
秋
季
特
別
展

で
は
向
井
久
万
が
人
生
を
か
け
て

追
求
し
た
人
の
姿
に
つ
い
て
、
館
蔵

の
裸
婦
像
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

向
井
久
万
の
画
家
人
生
の
円
熟
期

に
お
け
る
作
品
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。▶

「 
何
処
へ
」（
１
９
５
６
年
）

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

【
事
例
①
】

　

シ
ョ
ー
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
サ
ー

ビ
ス
（
以
下
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
で
、
実
在
す

る
大
手
通
信
販
売
業
者
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
窓
口
か
ら
、「
登

録
履
歴
が
あ
る
。
本
日
中
に
連
絡
が

な
い
と
法
的
手
続
き
に
入
る
」
と

メ
ー
ル
が
来
た
。
こ
の
サ
イ
ト
は
利

用
し
た
こ
と
が
な
い
。

【
事
例
②
】

　

ス
マ
ホ
に
、
よ
く
利
用
す
る
通
信

販
売
業
者
か
ら
、「
未
払
い
金
が
あ

る
。民
事
訴
訟
に
入
る
」な
ど
の
メ
ー

ル
が
来
た
。
驚
い
て
問
合
先
に
電
話

を
し
た
ら
、「
未
払
い
金
が
10
万
円

あ
る
」
と
言
わ
れ
た
。
言
わ
れ
る
ま

ま
コ
ン
ビ
ニ
で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
購

入
し
、
カ
ー
ド
情
報
を
知
ら
せ
た
。

後
で
よ
く
考
え
た
ら
未
納
金
に
全
く

覚
え
が
な
い
。詐
欺
か
も
し
れ
な
い
。

【
解
説
】

　

実
在
す
る
業
者
名
を
騙
っ
た
架
空

請
求
の
相
談
が
多
数
入
っ
て
い
ま

す
。
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
業
者
名

な
ら
、
支
払
い
を
忘
れ
て
い
た
の
だ 実在する業者名を騙る架空請求

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ろ
う
か
と
相
手
に
連
絡
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
狙
っ
て
連
絡

さ
せ
、
お
金
を
請
求
す
る
と
い
う
手

口
で
す
。
前
払
式
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

で
支
払
う
と
、
送
金
先
を
特
定
す
る

こ
と
や
、
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は

困
難
で
す
。

　

実
在
す
る
業
者
名
を
騙
る
こ
と
に

よ
っ
て
消
費
者
被
害
が
拡
大
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
消
費
者
庁

は
「
消
費
者
安
全
法
」
に
基
づ
き
業

者
名
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
有
料
動

画
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
請
求
と
し
て

騙
ら
れ
て
い
る
業
者
名
は「
Ｄ
Ｍ
Ｍ
」

「
ヤ
フ
ー
」「
ユ
ー
ネ
ク
ス
ト
」
な
ど

が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
未
納
料
金
の
回
収
を
依
頼

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
実
在
す
る
業

者
名
に
酷
似
し
た
名
前
の
株
式
会
社

日
本
債
権
（
正
当
な
実
在
会
社
は
日

本
債
権
回
収
株
式
会
社
、
以
下
同

様
）、
Ｔ
Ｓ
Ｂ
債
権
回
収
（
Ｔ
Ｓ
Ｂ

債
権
管
理
回
収
株
式
会
社
）、
Ｃ
Ｉ

Ｃ
債
権
回
収
セ
ン
タ
ー
（
株
式
会
社

シ
ー
・
ア
イ
・
シ
ー)

と
い
う
業
者

名
な
ど
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
当
の
各
業
者
は
架
空
請
求
と
は

全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

　

事
業
者
な
ど
の
名
前
に
聞
き
覚
え

が
あ
っ
て
も
、
安
易
に
信
用
し
な
い

で
話
の
内
容
を
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ

う
。
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問

い
合
わ
せ
番
号
に
は
絶
対
電
話
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
た
い

時
は
、
自
分
で
本
当
の
業
者
の
電
話

番
号
を
調
べ
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ

う
。
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